
九州一小さな町”吉富町”環境・文化を軸とした挑戦～コンホ∞な町が、吉を呼び富を生む“笑顔のまち”へ～
福岡県吉富町（2024年度選定）

6.取組成果

＜環境面＞
①町内企業等からの寄附やイベント性の向上で800人が参加（前年比＋260人）
②燃費の高効率化に加え、小学生が描いた絵をラッピングしていることによる町内外へ
の情報発信

③年間30,000kgのCO2を削減
＜社会面＞
①中学校文化発表会でのSDGs取組み発表やペットボトルキャップアートの展示
②２回の開催で61名のこどもの参加があり、多世代交流の場にもなっている。町内外の
企業や農家からの寄附や賞味期限の近い食材の使用によりフードロス削減にも寄与。
＜経済面＞
①oimo week！で「紅はるか」を用いて10店舗がスイーツを開発・販売
②マルシェでの実出店者数28件（前年比＋8件）

7.今後の展開策

・町民参加型の意見交換会である「吉富ミライづくり会議」の開催（令和7年度～）
・新たに建設予定の多世代交流型複合施設に次世代太陽光発電装置を整備
・公共施設の省エネ化の推進
・海岸清掃ボランティア活動の近隣自治体への普及展開
・ネイチャーポジティブの視点から海洋再生を目指し、併せて海の賑わいづくりの推進

8.他地域への展
開状況（普及効果）

・町村週報（特集記事）
・狭小自治体連携モデル構築に向けて、候補自治体等に連携を打診中である。

4.自治体SDGs推進等に向けた取組

＜環境面＞
①吉富海岸清掃ボランティア活動
②公用車に脱炭素がテーマのラッピングをしたEV車を導入
③公共施設への太陽光発電装置の整備
＜社会面＞
①中学校文化発表会でのSDGs取組み発表やペットボトルキャップ
アートの展示
②民間ボランティア主導のこども食堂を開設
＜経済面＞
①町のブランドとなる特産品開発
②交流マルシェでの出店数増加への取組

5.取組推進の工夫

各取組においてステークホルダーと連携しながら事業を展開している。
SDGs地方創生を通じたまちづくりを推進するため、令和7年度より
「よしとみSDGs共創パートナー制度」を創設し、ステークホルダーの
輪の拡大を推進している。また、企業版ふるさと納税の獲得に向け、
新たに「ふるさと納税推進室」を設置している。

1.地域の特徴と
課題及び目標

吉富町は、福岡県最東端に位置し、北側を周防灘、東西を２つの河川に挟まれた人口
約6,500人、面積5.72㎢の「九州で一番小さな町」である。森林０％でありながら「脱炭
素日本一」を目標に掲げている。また、子育て全力応援のまちづくりを推進しており、人口減
少や高齢化率は近隣自治体と比較して緩やかである。予算規模が小さく、知名度のある特
産品にも乏しいため、歴史・文化からストーリーを立て、SDGsによる地方創生を目指した産
官学民の連携により、環境・社会・経済が調和したWell-Beingなまちづくりを目指している。

2.関連する
ゴール

3.取組の概要
(三側面をつなぐ統合
的取組概要を含む)

町のコンパクトさを強みとして、多様な主体との連携を軸とした事業展開を図る。
・脱炭素モデルの確立: 公共施設・一般住宅に太陽光発電を無償導入し、狭小自治体における脱炭素の全国モデルを目指す。
・多様性を包摂する社会づくり: 中学生への多様性教育やパートナーシップ宣誓制度で、ジェンダー平等社会を実現する。
・地域経済の活性化:女性の創業を支援する「チャレンジショップ」や、開発した特産品を交流マルシェ等で普及展開する。

（様式２－１）



SDGs未来都市計画名
⾃治体SDGsモデル事業

⼜は特に注⼒する先導的取組

福岡県吉富町

2025年8⽉

SDGs未来都市等進捗評価シート（様式１）

吉富町　SＤＧｓ未来都市計画

ー

2024年度選定



（１）計画タイトル

（２）2030年のあるべき姿

（３）2030年のあるべき姿の実現へ向けた優先的なゴール

（４）2030年のあるべき姿の実現へ向けた取組の達成状況
No 指標名

※【】内はゴール・ターゲット番号
達成度
(%)

経済 1 パートナーシップ連携企業数
【17.17】

2024年2⽉ 3 社 2025年3⽉ 4 社 2030年 10 社 14%

経済 2 交流マルシェの出店者数
【9.ｂ】

2024年2⽉ 20 件 2025年3⽉ 28 件 2030年 30 件 80%

社会 3 チャレンジショップ累計出店者数
【5.a】

2024年3⽉ 10 件 2025年3⽉ 10 件 2030年 16 件 0%

社会 4 住⺠参加型イベント参加率
【11.6】

2023年7⽉ 9.1 ％ 2025年3⽉ 12.2 ％ 2030年 10 ％ 344%

環境 5 CO2排出削減量
【13.2】

2024年2⽉ 90,000 kg 2025年3⽉ 120,000 kg 2030年 360,000 kg 11%

環境 6 吉富海岸漂着ゴミ総量
【14.1】

2024年2⽉ 10.6 トン 2025年3⽉ 2.64 トン 2030年 5 トン 142%

環境 7 環境教育や関連プログラム開発
【4.7】

2024年2⽉ 1 件 2025年3⽉ 2 件 2030年 3 件 50%

当初値

SDGs未来都市等進捗評価シート（様式1）

１．全体計画（2030年のあるべき姿）

吉富町ＳＤＧｓ未来都市計画

経済 社会 環境

「新しいひとの流れの創出」「継続した⼦育て全⼒応援のまちづくり」「安定したしごとづくり」「暮らし続けることのできるまちづくり」の４つの⽬標達成に向けて、①町内
外への魅⼒PR、②こどもたちに充実した教育や環境の提供、③近隣⾃治体と連携した将来を⾒据えた⾏政運営、④歴史・⽂化・功績の再発⾒、⑤便利で効率
的なエコタウンを⽬指す。森林率０％でも「脱炭素」に取組むことができる全国主導モデルを確⽴させるべく、2021年に「九州⼀⼩さなまちが、脱炭素⽇本⼀を⽬指
す」を宣⾔した吉富町は、脱炭素を軸にした政策間連携によ経済波及効果をもたらすとともに、全国零細⾃治体のモデルとなる取組みを促進する。

2030年（⽬標値）2024年（現状値）

2024年度



SDGs未来都市等進捗評価シート（様式1）

１．全体計画（2030年のあるべき姿）

2024年度

（５）「2030年のあるべき姿の実現へ向けた取組の達成状況」を踏まえた進捗状況や課題等
●指標１︓「パートナーシップ連携企業数」
・達成度が25%未満となった要因は、新たにパートナーシップを締結する企業へのアプローチが不⼗分だったためである。対応策として、令和7年度より「SDGs共創
パートナー制度」を策定し、⾃治体と企業・団体が連携してまちづくりを推進し、地⽅創⽣SDGsの実現を⽬指す。
●指標３︓「チャレンジショップ累計出店者数」
・達成度が25％未満となった要因は、⼊居可能区画が全体で3つしかなく、3年契約のため昨年度から引き続き同⼀の事業所がチャレンジショップに⼊店していたこ
と、空き店舗（1店舗）の募集に対して要件を満たす出店者が現れなかったことである。対応策として、SNS発信での⼯夫や広域で配布されるフリーペーパーへの掲
載など周知活動をさらに強化していく。また、⽬標値を実態に即した件数に変更を検討中である。
●指標４︓「住⺠参加型イベント参加率」
・進捗が良かった要因としては、海岸清掃活動のイベント性を強化し、広報紙等で情報発信をしたことや、町⺠の清掃活動への意識の醸成が図れたことによる。PR
できる点として、参加者数が800⼈超であり、これは町⺠の12.2％が参加していることになる。コンパクトな町で地域のつながりが深いからこそ成し得たものと考える。
●指標５︓「CO2排出削減量」
・達成度が25％未満となった要因は、予定していた公共施設の太陽光発電装置の整備が先送りされたためである。令和7年度には、⼩中学校及びクリーンセンター
に太陽光発電装置を設置する計画であり、加えて公共施設の空調設備更新時の省エネ化や、照明のLED化を推進する。また、新しく出来る多世代交流型複合
施設には、次世代太陽光発電装置や蓄電池の整備を検討している。

●情報発信・普及啓発
・役場庁舎に懸垂幕を設置したり、町公式ウェブサイトにてSDGs未来都市の特集ページを掲載した。
・町広報紙にてSDGｓ推進に向けた連載記事を掲載している。
・公式LINEを活⽤し、町⺠アンケートを実施し、結果を広報紙等で提⽰した。
・EV⾞に⼩学⽣が描いたSDGｓの絵をラッピングし、町内外⾛⾏中にＳＤＧｓ未来都市をＰＲしている。

●地⽅創⽣・地域活性化への貢献
・狭⼩⾃治体連携モデル構築に向けて、候補⾃治体等に連携を打診中である。



（１）⾃治体SDGsの推進に資する取組の達成状況

No 取組名 指標名 達成度
（％）

1
官⺠連携PPAﾓﾃﾞﾙ
で太陽光発電設備
をさらに加速

CO2排出量削減量 2023年3⽉ 90,000 kg 2025年３⽉ 120,000 kg 2026年 180,000 kg 33%

2
チャレンジショップの出
店推進・運営及び経
営指導

チャレンジショップ累計
出店者数

2024年2⽉ 10 件 2025年3⽉ 10 件 2026年 16 件 0%

3
多様性を認め合う、
多様性教育プログラ
ム事業

意識調査 2024年2⽉ データなし ％ 2025年3⽉ 71 ％ 2026年 80 ％ 88%

4 吉富海岸再⽣プロ
ジェクト 漂着ゴミ総量 2024年2⽉ 10.6 ｔ 2025年3⽉ 2.64 ｔ 2026年 8 ｔ 306%

5
漂着ゴミのアップサイ
クル体験「シープラス
＋教室」

全⼩中学⽣に対す
る、参加者の割合

2024年2⽉ 3 ％ 2025年3⽉ 2.1 ％ 2026年 6 ％ -30%

6 脱炭素教育 確認テスト正答率
（⼦どもeco検定）

2023年3⽉ データなし ％ 2025年3⽉ データなし ％ 2026年 80 ％ ―

7 吉富海岸清掃 吉富海岸清掃への参
加率

2023年3⽉ 8.2 ％ 2024年7⽉ 12.2 ％ 2026年 10 ％ 222%

SDGs未来都市等進捗評価シート（様式1）

１．全体計画（⾃治体ＳＤＧｓの推進に資する取組）︓計画期間2024年〜2026年

当初値 2026年
⽬標値

2024年
実績

2024年度



SDGs未来都市等進捗評価シート（様式1）

１．全体計画（⾃治体ＳＤＧｓの推進に資する取組）︓計画期間2024年〜2026年

2024年度

（２）⾃律的好循環の形成へ向けた制度の構築等

（３）「⾃治体SDGsの推進に資する取組の達成状況」を踏まえた進捗状況や課題等

（４）有識者からの取組に対する評価
・⼩規模ながらコンパクトにまとまっている町の構造を活⽤し、初等教育機関を含む多様なステークホルダーの参加を得て、ＳＤＧｓの
取組を推進している。海岸清掃運動をはじめ、取組内容はユニークで、⼩規模⾃治体におけるＳＤＧｓの取組のモデルとなることが
期待される。
・⼩規模⾃治体として、⼗分な活動をされていることを⾼く評価する。指標については、⾃分たちの活動実績につながるよう、⾒直しを
進めていただくことが良いかと思う。また、開発された特産品がどの程度販売されたのか、清掃ボランティアにおいて次年度以降のよりよい
実施を⽬指した改善点の確認といった、「実施」した内容を踏まえた、その後の展開につながる取り組みを進められていると思うが、その
結果を指標に盛り込むことなども検討してはいかがか。

・内閣府地⽅創⽣SDGsプラットフォームへの加⼊
・全国カーボンニュートラルなまちづくり推進協議会へ加盟し、情報収集及び協議会としての政策提⾔に参画
・よしとみSDGs共創パートナー制度を策定
・吉富ミライづくり会議（年に数回開催）の開催により、住⺠参加型の幸福度指標に基づく課題解決のための意⾒交換
の場の設定
・J－クレジットの導⼊を検討中
・整備予定の複合施設では次世代太陽光発電装置や蓄電池を設置し、施設内の消費電⼒を再⽣可能エネルギーで
賄うことを検討中

●指標２︓「チャレンジショップ累計出店者数」
・達成度が25％未満となった要因は、⼊居可能区画が全体で3つしかなく、3年契約のため昨年度から引き続
き同⼀の事業所がチャレンジショップに⼊店していたこと、空き店舗（1店舗）の募集に対して要件を満たす出
店者が現れなかったことである。対応策としてSNS発信での⼯夫や広域で配布されるフリーペーパーへの掲載な
ど周知活動をさらに強化していく。また、⽬標値を実態に即した件数に変更を検討中である。
●指標５︓「シープラス教室における全⼩中学⽣に対する参加者の割合」
・達成度が25％未満となった要因は、屋内で開催したことにより会場に⼊りきれずお断りした⽅も⼀定数いたた
めである。対応策として、開催頻度を増やすことを検討している。
●指標６「⼦どもeco検定の正答率」
・⼩中学⽣に対して、教育や講演会を実施しているが、意識調査は実施しておらず、検定の時間が取れていな
いため、効果測定ができていないことが課題である。現状を正確に把握し、教育内容へ反映することが必要であ
る。
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